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< 2> （独り言） 「ああ、忘れれちゃった。 『こころ』を書いた作家はだれだったっけ」
く 3> （夜 8時に会がある予定） 今晩ノ会ハ何時二始マルンダッタ？















参考文献によって、この問題の説明は、北原 (1989 : 223）の場合ではただ「想起の意
をあらわす」、加藤・福地 (1989 : 16）でも簡単に「いったん忘れてしまっていたことを
思い出した場合J で、町田 (1989 : 89）で「ある事柄を発話者が忘れてしまった、つまり
知らないということをぼかすために使用される「タ」形」などとして取り上げられている。



















2. 泡！起の構造に起こる「タ j 形を文法の出から調べてみる
2. 1. 会話を背景にする寺村の説明
寺村 (1984 : 338）は
く 5> 失礼デスガ、オ名前ハ何デシタカネ？
という文を例にして、あたかも























































































































































































に「 aの構造や bの構造どっちでもいいj とは言えるが、始めの例文
く 3> 今日ノ会ハ何時ニ始マルン之之之？
をく 7b＞と同じように bの構想にしてみると、非文法的になるという結果がでる
く 3b> ×「今日の会は何時に始まったんだ？ J （未来にある予定）。

















3. 2. 想起の内容となる述語の「のだJ が付く必要一覧
1. 塾旦盈盟
く 3> a 今日の会は何時に始まるんだった。 0 








くわ a あ、そうだった。今日は休日なのだった。 0 
b 休日だったんだ。 0 
c 休日だった。 0 
d そうか。今日は休日だったか。 0 
3. テンスの意味が濃い「いJ 形容調
く 7> a ああ、そうだった。今日は遅いんだった。 0 
b 遅かったんだ。 0 

















く13> a ああ、そうだったね。この生地は上等なのだった。 0 
b 上等だったんだ。 0 





く14> a ああ、そうだった。宏子は今晩帰ってこないんだった。 0 
b 帰ってこなかったんだ。 ﾗ 
c 帰ってこなかった。 ﾗ 
d あ、そうだったか。宏子は今晩帰ってこなかったか。 ﾗ 
8. 状態動詞の否定形
く15> a ああ、そうだったね。君にはお父さんがいないんだったね。 0 
b いなかったんだね。 0 





く16> a ああ、そうだった。今日は早くないんだった。 0 
b 早くなかったんだ。 0 
c 早くなかった。 ? 







く17> a しまった。今のシーンは明るくないんだった。 0 
b 明るくなかったんだ。 0 






く18> a あ、そうだったね。この生地は上等じゃないんだった。 0 
b 上等じゃなかったんだ。 0 
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そして、他に目立つ結果は動的動詞が確言1. も否定形7. も b～ dの形の場合に非文法的
になっているということであろう。言い換えれば、動的動詞はいつでも「のだJ が付く必
要絶対であり、また付け方は aのようにしか出来ないということである。これは正直にい
うと寺村 (1984 : 340）にもう出てきている情報であって、前からもう分かつてきたが、
ここでどうして動的動調が b～ dの形にはならないかと想像してみると、一つの解釈は、






の「タ」形はテンスを表すであろう。要するに、く 3> b～ d とく14> b～ dは時間的な矛盾
になっているということである。
他の解釈は、想起の内容は文法的に状態性や名調性を表す必要があるという考えであろ
う。状態動詞の確言2. と否定形8. 、また「なJ 形容詞の否定形12. を、問題になっている


























次に、形容詞の述語の c形と d形との対立（具体的にいうと、 3. C, 4. C, 6. C また 9. C, 














形容調述語の3. 4 .6. ，また 9 .• 10. のそれぞれの d形はどうして可能で、あるかと理解で
きるかもしれない。想起の内容は、内容であるので、名詞性・状態性や”内容性”を持っ
ていなければならないとここでも考えることが出来るであろう。
しかし、こういう風な考えは、動的動調の 1. と 7. の d形が疑問になっていても非文法的














が十l く必裂のない場合に、思い山す内容の述ii!i だけで山米る。 「タ」形にさせた述語がテ
ンスを表すなら、構造は文法的に正しくても「想起」を表さなくなってしまうであろう。
3. 5. 「のだ」が付く場合に文の述語は果たしてどこにあるか











寺村は (1984 : 339）内容の述語の性質について「内容文の述語が名詞プラス’ダ’













































く20> Es tut mir leid, aber wie war doch gleich Ihr Name? と英語の






加藤・福地（共著） . 1989. 『テンス・アスペクト・ムード 外国人のための日本語
例文・問題シリーズ』荒竹出版．




益岡・田窪（共著） . 1989. 『基礎日本語文法』
町田健. 1989. 『日本語の時世とアスペクト』アルク．
-121-
(16) 
